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５．参考資料

(1) 座談会アンケート

アンケート

それぞれ１つ選んで○をつけてください。

Ｑ１．丹波市佐治地区での取り組みをどの程度ご存知でしたか。また、興味を持てましたか。

（関西大学との連携による空き家再生、佐治倶楽部などの活動）

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

Ｑ２．高校と連携した活動内容に興味を持てましたか。

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

Ｑ３．フリーディスカッションについて、内容に興味を持てましたか。

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的な理由】

【裏面へ続く】

（表面）

2011.11.3（THU）

大学地域連携フォーラム in 青垣
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Ｑ４．丹波地域における他大学の活動について、どの程度ご存知でしたか。

また、興味を持てましたか。

①関西学院大学柏原スタジオ（丹波市柏原町）

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

②兵庫県立大学山南スタジオ（丹波市山南町）

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

③神戸大学篠山フィールドステーション（篠山市東新町）

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

Ｑ５．お住まいの地域で大学生が活動することを期待しますか。また、何を期待しますか。

（現在の活動について又は将来活動することを想定してお答え下さい。）

１ とても期待する ２
どちらかという

と期待する
３

あまり

期待しない
４

全く

期待しない

【具体的に期待することをお書き下さい】

Ｑ６．本日のフォーラムについて、ご感想・ご意見など自由にお書きください。

〈最後に〉あなたご自身について、お尋ねします。

住 所

１ 佐治地域 ２ 丹波市内 ３ 篠山市内 ４ 兵庫県内の他市町 ５ 県外

性 別 職 業

（ 男 ・ 女 ） （ 学生 ・ 会社員 ・ 公務員 ・ その他（ ））

年 齢

（ １０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代 ・ ５０代 ・ ６０代以上 ）

（裏面）

ご協力ありがとうございました。
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「大学地域連携フォーラム in 青垣」座談会 《参加者アンケート集計結果》

日 時：平成 23 年 11 月 3 日（木・祝）10:30～11:30 
回答数：３１

回答率：４１％（関係者を除く学生・一般参加者 76 名のうち 31 名が回答）

回答者属性

住 所

佐治地域：4 丹波市内：6 篠山市内：0 兵庫県内の他市町：14 県外：6 無回答：1

性 別 職 業

男：19 女：11 無回答：1 学生：19 会社員：0 公務員：4 その他：4 無回答：4

年 齢

10 代：1 20 代：18 30 代：0 40 代：1 50 代：6 60 代以上：4 無回答：1

佐治地域 4（13％）

丹波市内 6（19％）

兵庫県内の他市町

14（45％）

県外 6（19％）

無回答 1（3％）

男

19（61％）

女

11（36％）

無回答 1（3％）

学生

19（61％）

公務員 4（13％）

その他 4（13％）

無回答 4（13％）

10 代 1（3％）

20 代 18（58％）

40 代 1（3％）

50 代 6（20％）

60 代以上 4（13％）

無回答 1（3％）
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Q1.丹波市佐治地区での取り組みをどの程度ご存知でしたか。また、興味を持てましたか。

（関西大学との連携による空き家再生、佐治倶楽部などの活動）

１．よく知っていた 5

２．少しは知っていた 19 

３．全く知らなかった 6

無回答 1

１．非常に興味を持った 17 

２．少し興味を持った 11 

３．あまり興味を持てなかった 0

４．全く興味を持てなかった 0

無回答 3

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

・空き家を利用するアイデアがいいと思った

・2～3 ヶ月に一度のまつりの内容が気になる

・自分のしている活動と似ているので興味深かった

・継続した活動のために、まずは「拠点」づくりをされた点

・関大とたくさんの連携事業を行っていたこと

・空き家をただ使うのではなく、それを改修し、かつ、大学以外の人たちも活用している点

・佐治倶楽部の活動が良い

・よそ者の私（神戸からの移住者）から見て青垣（丹波）は、“守り”“排他”の社会だが、心ある地元の人は疑問

を感じ、改革・改善を望んでいる

・佐治ミーティングは「まじる」「きづく」「かわる」の絶好の機会だと思う

・小さいことをコツコツと継続していくことの大切さが分かった

・空き家を改修して関大のスタジオをつくり、そこから連携を始めたと聞き、関学もそうやって繋がりたい

・空き家の再生には前々から興味を持っていた

・“居場所”づくり

・研究員が常駐しているところ

・地域の人たちとの交流が持てる場所がある点がいいと思った

・継続するということを第一に活動していてすごいなと思った

・再生された空き家を見たが、とても立派なもので驚いた

・人の手が入らない家はやはり寂れてしまうものなので、誰かが手を入れることはいいことだと思った

・中高との連携や地元との連携

・商品を出品する形の店をもっと出すべきだと感じた

・地域コミュニケーションの大切さ

よく知っていた

5（16％）

少しは知っていた

19（61％）

全く知らなかった

6（19％）

無回答 1（3％）

非常に興味を持った

17（55％）

少し興味を持った

11（35％）

無回答 3(10％)
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Q2.高校と連携した活動内容に興味を持てましたか。

１．非常に興味を持った 18 

２．少し興味を持った 12 

３．あまり興味を持てなかった 0

４．全く興味を持てなかった 0

無回答 1

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

・多感な年頃なのにまちづくりや地域の手伝いに従事す

るのがすごい

・心の清い子どもたちだと思った

・高校生のうちから活動できるのはとても良い機会

・若者が地元に増えたり、出身者が地元に帰ってくるこ

とはとてもいいことだと思う

・若者が地元に興味を持ち、活動することで活性化され

ると思う 
・知識の乏しい高校生と地域を知らない大学生が合同で

活動することにより、お互いの足りない部分を補える

・熱血の加藤校長がいて高校生の地域活動が進んでいる

（退職が近いようだが、後継者を育てていただきたい）

・とても熱い校長先生で頼もしかった、迫力に圧倒され

すごいと思った

・学びのパートナーとおっしゃっておられたのが素敵

・お互いに情報交換できる環境があるのが素晴らしい

・普通の勉強と違って、地域の特性を活かした活動を行

っている

・学園祭に丹波の人が行ったり、大学生が高校に行った

りしていて、連携が深いと思った

・積極的にイベントを行っており、高校大学間だけでな

く地域住民も加えた PC 教室など、良いイベントだと

思った

・何でも相談会に興味を持った

・高校と大学の距離が非常に近く感じられた

・多くの改革を実施し、活性化についての“真剣さ”が

感じられた

・内部の若い子どもたちが動いてくれるというのはとて

も大事だと思うので、一番推していってほしいプロジ

ェクトだと思う 

Q3.フリーディスカッションについて、内容に興味を持てましたか。

１．非常に興味を持った 10 

２．少し興味を持った 16 

３．あまり興味を持てなかった 1

４．全く興味を持てなかった 0

無回答 4

【具体的な理由】

・いろんな大学の学生がそれぞれ意見を持っていて、そ

れを聞くことができて良かった

・もう少し時間をとれば良かったと思う

・みなさんしっかりとした意見を持っており関心した

・山崎先生の上手な進行で、佐治倶楽部、4 大学、西高

などの発言をよく引き出してくれていた

・学生だけではなく、地域で動いている方々の生の意見

はレアなので、こんな機会は嬉しい

・みなさんの意見を今後に役立てていきたい（学生）

・佐治スタジオに代表者がいなくても開放しておくこと

で、継続的な活動をしていくという考えが良い

・今の青垣の様子、他大学の活動の様子が少し分かった

・最初は大きな変化を期待されたが、現在の成果として

目に見えない小さな変化が起きていることを理解され

てきているということが心に残った

・ジャンルの違う方々とのフリーディスカッションはと

ても大事だが、今回のような場ではあまり進まないと

感じた

・佐治地区の一般住民の意見が聞きたかった

・周りの方と少し交流してから発言タイムに移れば、も

う少し意見も出たのではないかと思う

非常に興味を持った

18（58％）
少し興味を持った

12（39％）

無回答 1（3％）

非常に興味を持った

10（32％）

少し興味を持った

16（52％）

無回答 4（13％）

あまり興味を

持てなかった

1（3％）
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Q4.丹波地域における他大学の活動について、どの程度ご存知でしたか。また、興味を持てましたか。

関西学院大学

柏原スタジオ

兵庫県立大学

山南スタジオ

神戸大学

篠山ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝ

１．よく知っていた

２．少しは知っていた

３．全く知らなかった

無回答

18 

12 

0

1

2

20 

8

1

2

18 

10 

1

よく知っていた 少しは知っていた 全く知らなかった 無回答

関西学院大学

柏原スタジオ

兵庫県立大学

山南スタジオ

神戸大学

篠山ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝ

１．非常に興味を持った

２．少し興味を持った

３．あまり興味を持てなかった

４．全く興味を持てなかった

無回答

17 

7

1

0

6

8

14 

1

0

8

8

15 

0

0

8

非常に興味を持った 少し興味を持った あまり興味を持てなかった

全く興味を持てなかった 無回答

18

（58％）

12

（39％）

1（3％）

20

（65％）

2（7％）1（3％）

8

（26％）

2（7％）1（3％）

10

（32％）

18

（58％）

<関学> <県立大> <神大>

<関学> <県立大> <神大>

17

（55％）

8

（26％）
8

（26％）

14

（45％）

15

（48％）

7

（23％）

6

（19％） 8

（26％）
8

（26％）
1

（3％）

1

（3％）
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Q5.お住まいの地域で大学生が活動することを期待しますか。また、何を期待しますか。

１．とても期待する 13 

２．どちらかというと期待する 8

３．あまり期待しない 4

４．全く期待しない 0

無回答 6

【具体的に期待すること】

・学生には地域の一員として、地域活性化について一緒に考えていただくことと、関わり続けていただくことが何

よりも大事

・人間サイズでの交流が大切で、「スタジオ＋常駐員」がベースだと思う

・学生たちの一生懸命さが住民に伝わり、それが地域の活性化に繋がり、小さくても変化していくこと

・速効性のある成果はまずないだろうが、このように学生がまちのために一生懸命に活性化することが大事で、そ

れを長く続けていくことが一番大事だと思う 
・体育会部員の人たちが清掃活動をしているので、これからも継続していってほしい

・地域の人々に意識ややる気の変化が起きること

・各地域との連携で、新しい血が流れることが必要

・異なった目線、価値観の違いのある人が交わることで、新しい発見があってとても良いと思う

・本町ラボを再考する（三田市）

・地元住民は学生らしい発想を求めていると思う

・地域が活き活きすれば良いけれど、そんな大きなことを望むのではなく、学生が交流し合い、人の流れが増えれ

ば良いと思う 
・18～22 歳の若者が消えてしまう丹波で、大学生がまちを歩くだけでも元気がもらえる

・「丹波で活動して単位がもらえる」という学生のドライな発想ではダメ、のめり込むような活動を学生にも指導者

にも期待する

・全国では成功した例もあるので、学生に限らずとも、いろいろな形でまちを思うことは今後も期待する

とても期待する

13（42％）

どちらかというと期待する

8（26％）

無回答 6（19％）

あまり期待しない

1（3％）
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Q6.本日のフォーラムについて、ご意見・ご感想などご自由にお書きください。

・大変良いフォーラムだった、今後も企画してほしい

・良いフォーラムだったので、是非また 1日かけてやってほしい
・4大学の活動拠点で順番に毎年行うと、学生たちの活動の励みになると思う 
・まち歩きなどを行っている若い層、壮年層、老年層が活躍している姿に、少子高齢化に負けてたまるかの意気込

みを感じた

・地域と学校の連携に注目したい

・予想以上に良い雰囲気だった

・学生の質問が少ないのは仕方がないが、このような場はとても有意義だと感じた

・今回のように、情報を共有して今後の活動に活かそうという活動は良いと思うので、これからも継続していくべ

きだと思う 
・小さな積み重ねの大切さを改めて感じた

・丹波地域全体で学生（大学）とのパートナーシップを結ぶ必要性を感じる

・他大学との交流は貴重だった

・もう少し広い場所でしてもらいたい

・パネラー、発言者、参加者が近い距離で意見交換できる大変面白いフォーラムになったと思う

・学生が地域と交流して、様々な活動を通して自己の認識をすることは、とても重要だと思った。そういった点で

もイベントの企画運営は意義があると感じた

・4大学が刺激し合い競い合うことは、学生にとっても地域にとっても望むところ
・4大学の活動発表や交流の場を今後もつくってほしい
・もっと座談会かワークショップの時間を持ちたかった

・佐治について全く知らないまま佐治に来たが、とても良い場所で、良い意見が聞けて良かった

・本当に学生との意見交換をしたいなら、30分の時間は短すぎる
・地元の方と 4大学それぞれが混じり合って、5人くらいのチームで一つの課題「大学生と地域の今後の関わりを考
える」などを話し合い、最後に共有できたらすごいと思う。せっかくお金と時間をかけてこんなに大学生を集め

ているのにもったいない

・青垣の他の地区との関係等も知りたかった

・地域内の女性、ボランティア等との連携もこれからの課題かもしれない

・みなさんのまちへ対する想いが伝わってきて良かった
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(2) 活動報告パワーポイント資料

《関西大学 TAFS佐治スタジオ》
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《氷上西高等学校》
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(3) 開催チラシ
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(4) プログラム資料
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(5) 「丹波八宿 青垣の秋」チラシ
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(6) 新聞記事

平成 23 年 10 月 29 日 神戸新聞

平成 23 年 10 月 23 日 丹波新聞
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平成 23 年 11 月 6 日 丹波新聞

平成 23 年 11 月 1 日 朝日新聞
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平成 23 年 11 月 4 日 読売新聞
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(7) 実行委員会

大学地域連携フォーラム実行委員会 会則

（名 称）

第１条 この会は、大学地域連携フォーラム実行委員会（以下「実行委

員会」という。）という。

（目 的）

第２条 実行委員会は、丹波地域において大学が地域と連携して行うま

ちづくりや農業等に関する活動の発信及び大学と地域の連携の発展を

目的とした「大学地域連携フォーラムin青垣」の実施に関する企画調

整及び進行管理を行い、適切かつ円滑に遂行することを目的とする。

（事 業）

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を

行う。

（１）企画及び事業計画の策定に関すること

（２）総合調整及び進行管理に関すること

（３）広報活動の推進に関すること

（４）その他必要な事項

（構成員）

第４条 実行委員会は、別表に掲げる者をもって構成する。

（役 員）

第５条 実行委員会に、会長１名、副会長２名を置く。

２ 会長は、委員の互選によりこれを定め、副会長は委員の中から会長

が指名する。

３ 会長は、実行委員会を代表し、会務を総括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のとき、または会長に事故が

あるときは、その職務を代行する。

５ 監事は、丹波県民局丹波土木事務所工事業務課長をもって充てる。

６ 監事は、会計を監査する。

（会 議）

第６条 実行委員会の会議は、必要に応じて会長が招集し、会長がその

議長となる。

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができ

ない。

３ 委員が、事故その他やむを得ない理由により会議に出席できないと

きは、あらかじめ会長の承認を得て、代理人を出席させることができ

る。

４ 実行委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の時は議

長の決するところによる。

（会長の専決処分）

第７条 会長は実行委員会を招集するいとまがないとき、又は本会の権

限に属する事項で簡易なものについては、これを専決処分することが

できる。

２ 前項の規定により専決処分したときは、会長は、これを次の実行委

員会において報告し、その承認を求めなければならない。

（会計）

第８条 実行委員会の会計は、事務局が処理する。

２ 実行委員会の経理は、負担金その他の収入をもって充てる。

（事務局）

第９条 実行委員会の事務局は、兵庫県丹波県民局丹波土木事務所まち

づくり建築課に置く。

２ 事務局長は、兵庫県丹波県民局丹波土木事務所まちづくり建築課長

の職にある者をもって充てる。

（補 則）

第10条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な

事項は、会長が別に定める。

附 則

この会則は、平成２３年９月１５日から施行し、平成２４年３月３１

日限りで失効する。

別 表

大学地域連携フォーラム実行委員会委員 （順不同）

氏 名 分 野 所属団体・役職 備 考

江 川 直 樹 学識経験者 関西大学 環境都市工学部 教授 会長

角 野 幸 博 学識経験者 関西学院大学 総合政策学部 教授 副会長

田 原 直 樹 学識経験者 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授 副会長

高 田 理 学識経験者 神戸大学大学院 農学研究科 教授 委員

上 田 英 樹 行政 篠山市 政策部長 委員

中 川 泰 一 行政 丹波市 まちづくり部長 委員

近 藤 俊 幸 行政 丹波市 産業経済部長 委員

北 中 五 雄 行政 兵 庫 県 丹 波 県 民 局 丹 波 土 木 事 務 所 ま ち づ く り 参 事 委員

山 野 廣 史 行政 兵庫県 丹波県民局丹波土木事務所 工事業務課長 監事

＜事務局＞ 丹波県民局 丹波土木事務所 まちづくり建築課長 瀬尾 保志


